
水辺の自然再生を通じた
減災への貢献

兵庫県立大学大学院地域資源マネジメント研究科 佐川志朗



内容

１．コウノトリについて

２．豊岡盆地の水辺再生

３．遊水地計画への応用
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個
体
数

年月

2022/8/31時点
311個体

2022

2005年に再導入されて
全国で300個体以上が生息

１．コウノトリについて

全47都道府県503市町村 2021年4月3日現在
（大迫 未発表）



豊岡河川国道事務所資料より

2004年の大水害



「2009年豊岡市湿地再生白書、発行・編集：コウノトリ湿地ネット」より転載

豊岡における水辺再生の展開

22km

http://www.geocities.jp/habitatology/
5

①堤内地（河道外）湿地の創出

③水域連続性の確保
水田魚道100基以上

ビオトープ50枚以上
コウノトリ育む農法400ha以上

②堤外地（河道内）湿地の創出

２．水辺再生



Hinoso Island Excavation

島の湿地化（ひのそ島 8ha）

2007年６月完成

Marsh island

２．水辺再生



20140311

中水敷の造成：円山川高水敷の切り下げ（L=8km）
２．水辺再生



さらなる再生2014～

２．水辺再生

植木・佐川 （2022）



氾濫原湿地の造成
加陽湿地（15ha）

20130801







https://www.kkr.mlit.go.jp/river/kankyou/tashizen/ol9a8v000004al9z-att/ol9a8v000004ayzr.pdf

遊水地計画への応用
３．遊水地



13

創出する水域のタイプ
簡易可動堰

２．水辺再生

越流堤

排出樋門



水辺再生に関係する諮問等委員会

① コウノトリ野生復帰推進連絡協議会（2003年～）
国県市、市民NPO、地元経済団体、農業団体、漁協、教育関係者等24の機関

② 円山川水系自然再生推進（計画検討）委員会、同技術部会（2003年～）
国県市（河川、コウノトリ関係行政）、漁協、学識

③ 円山川流域委員会（2003年～）
国県市（河川、コウノトリ関係行政）、漁協、学識、市民

④ 円山川流域治水協議会（2020年～）
国県市（河川事務所、県土整備部、3市長）+昨年から、農林、林野、気象、森林

👆生き物屋、学識が入っていない
どのように、グリーンインフラやエコDRRを進めるのだろうか。。



https://www-1.kkr.mlit.go.jp/toyooka/jigyo/pdf/work_11/202207_maruyamagawa_hydraulic_control.pdf
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☑20年にわたる水辺再生環境を保全しながら慎重に進める必要がある。
☑堤内地の貯水、河川への流出抑制、生物に対する影響に関するエビデンスを
研究する必要がある。



https://www.kkr.mlit.go.jp/river/kankyou/tashizen/ol9a8v000004al9z-att/ol9a8v000004ayzr.pdf

資料、データを御提供頂いた、豊岡河川事務所、リバーフロント研究所、
兵庫県立コウノトリの郷公園、大学院の皆様に感謝申し上げます。


